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広帽おおず 2∞511月号

9月定例市議会

ま
し
た
。

大
洲
市
議
会

9
月
定
例
市
議
会
は

8
月
白
日
か
ら

9
月

7
日
ま
で
の

日
日
間
で
聞
か
れ

そ
の
他

4
件
の
計
ロ

予
算
関
係

3
件
、
条
例
関
係

4
件
、
人
事
案
件

1
件
、

議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
請
願

・
陳
情
3
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
説
明
要
旨

第
川
世
田
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
、

8
月
初
日
公
示
、

9
月
日
日
投
票
と

い
う
こ
と
で
、
各
政
党
と
も
に
「
郵

政
民
営
化
の
是
非
」
、
「
少
子
高
齢
化

に
伴
う
社
会
補
償
問
題
」
、
「
景
気
対

策
」
な
ど
を
争
点
に
活
発
に
論
戦
が

展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

財
政
改
革
、
国
と
地
方
の
税
財
政

改
革
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
な
ど
今
後

も
続
く
で
あ
ろ
う
構
造
改
革
を
進
め

る
上
で
、
今
回
の
選
挙
の
結
果
が
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
理
解
し

て
お
り
、
重
大
な
関
心
を
も
っ
て
そ

の
推
移
を
見
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

景
気
の
動
向
で
あ
り
ま
す
が
、
政

府

・
日
銀
は
景
気
の
踊
り
場
脱
却
を

そ
ろ
っ
て
表
明
し
、
日
本
経
済
は
安

定
し
た
緩
や
か
な
回
復
を
探
る
局
面

に
入
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

8
月
の

月
例
経
済
報
告
を
取
り
ま
と
め
た
内

閣
府
は
、
基
調
判
断
を
「
景
気
は
企

業
部
門
と
家
計
部
門
が
と
も
に
改
善

し
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」
と

明
記
し
、
今
ま
で
基
調
判
断
の
中
に

あ
っ
た
否
定
的
な
表
現
は
取
り
除
か

れ
、
政
府
と
し
て
の
景
気
認
識
の
大

枠
を
変
更
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
変
わ
り
は
な
く
、
今
後
と
も
積
極

的
な
経
費
節
減
に
努
め
、
健
全
財
政

の
維
持
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
市
の
速
や
か
な
一
体
感
の
醸
成

市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年

1
月
の
合
併
以
来
関
係
者
各
位
の

前
向
き
な
ど
努
力
に
よ
り
当
面
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
乗
り
越
え
、
概

ね
順
調
に
新
市
の
歩
み
が
刻
ま
れ
て

い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
歩
み
始
め
ま
し
た
新
市
の
一
つ

の
節
目
と
し
て
合
併
に
功
績
の
あ
り

ま
し
た
皆
様
を
表
彰
す
る
な
ど
「
新

市
誕
生
記
念
式
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

地
蛾
医
療
の
充
実

病
院
群
輪
番
制
病
院
設
備
整
備
事

業
に
よ
り
、
救
急
医
療
施
設
の
機
能

総 務 費

011月15日仇)、新市誕生記念式典を開催します。

443万円

0宮野集会所(蔵川)を建設します。 906万円

0財務会計、老人・母子・乳幼児、上水道料金、国保な

どの統合電算システムを改良します。 650万円

j商 防 費

0小型動力ポンプ積載車や防火水槽などを整備します。

2，058万円

0肱川の増水時に孤立する集落を有する古久米武田と

城地地区への防災情報の周知を図るため、無線局を l

局増設します。 287万円

民 生 費

0障害者自立支援法新設の動きに伴う、障害者自立支援

費制度受給者の再調査、再認定、障害者福祉計画の策

定作業を行います。 155万円

衛 生 費

0救急医療施設の機能を高め地域医療の充実を図るた

め、市立大洲病院に機器を導入します。 2，100万円

商 工 費

0中町一丁目商庖街の有線放送設備の改修を支援しま

す。 24万円
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広幅おおず 2∞511月号

9月定例市議会

を
高
め
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
た

め
、
市
内
の
救
急
病
院
に
対
し
て
最

新
の
医
療
機
器
の
導
入
を
図
っ
て
お

り
ま
す
が
、
今
回
、
市
立
大
洲
病
院

の
機
器
導
入
に
対
し
国
や
県
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

環
揖
保
全
や
食
糧
の
安
定
供
給

愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
長
浜

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
選
果
場
の
選
果
施

設
が
、
昭
和
臼
年
の
導
入
以
来
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
選
果

量
増
加
対
応
や
選
果
能
力
向
上
を
図

る
た
め
設
備
の
更
新
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
し
い
た
け
生
産
シ
ス
テ
ム

改
善
事
業
に
よ
り
、
防
風
施
設
、
乾

燥
施
設
な
ど
を
整
備
し
、
し
い
た
け

生
産
量
の
増
大
お
よ
び
高
品
質
化
を

進
め
、
生
産
意
欲
の
向
上
と
経
営
の

安
定
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

快
適
な
生
活
環
債
の

整

備

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い

る
大
洲
拠
点
都
市
地
域
の
基

盤
整
備
と
し
て
市
道
東
大
洲

叩
号
線
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
主
要
地
方
道
大
洲

長
浜
線
の
円
滑
な
事
業
推
進

を
図
る
た
め
、
県
の
用
地
買

収
に
伴
う
地
権
者
へ
の
代
替

地
造
成
用
地
取
得
に
つ
き
ま

し
て
対
応
し
ま
す
。

肱
川
発
電
所
職
員
公
舎

は
、
昨
年
度
、
愛
媛
県
か
ら
取
得
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
有
効
利
用
を
図

る
た
め
市
営
住
宅
「肱
川
大
和
団
地
」

と
し
て
市
民
の
皆
様
に
供
用
し
ま

す
。
ま
た
、
長
浜
地
区
の
市
営
住
宅

小
浦
団
地
等
に
つ
き
ま
し
で
も
、
入

居
者
の
退
去
等
の
住
宅
の
修
繕
や
美

装
工
事
を
行
い
、
良
好
な
住
環
境
の

提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

消
防
水
利
の
不
便
な
地
織
の
解
消

新
設
防
火
水
槽
4
基
分
に
つ
い
て

予
算
措
置
し
、
地
域
に
お
け
る
防
火

体
制
の
整
備
を
進
め
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ

な
ど
の
計
画
的
な
更
新
や
老
朽
化
し

た
警
鐘
台
の
解
体
撤
去
や
ホ

l
ス
乾

燥
塔
の
設
置
な
ど
、

地
域
消
防
体
制

の
整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て

平
成
口
年
度
の
起
債
制
限
比
率
が

凶
%
を
超
え
る
見
込
み
と
な
り
、
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
策
定
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
新
市
建
設
計
画

に
掲
げ
る
事
業
な
ど
必
要
な
社
会
資

本
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

財
源
と
し
て
起
債
の
活
用
は
欠
か
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
の
財
政

運
営
や
次
世
代

へ
の
負
担
を
考
慮
す

る
と
、
起
債
発
行
は
可
能
な
限
り
抑

制
し
借
入
金
を
減
ら
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
大
洲
市
公
債

費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
将

来
に
わ
た
る
財
政
の
健
全
性
と
新
市

建
設
の
た
め
に
必
要
な
予
算
と
の
調

整
を
図
り
、
行
財
政
改
革
な
ど
全
力

を
あ
げ
て
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

一
般
会
計
補
正
予
算
の
補
正
額
は

3
億

7
，

7
4
7
万
1
千
円
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
本
年
度
の
予
算
総
額

は
、

2
5
0億
8
，

4
8
6
万
1
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

人

事

案

件

人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
の

同
意
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
(
敬
称
略
)

人
権
擁
護
委
員

松
岡
昇
平
(
成
能
)
新
任

教 育 費

0来年 1月8日、市内全域を対象とした成人式を開催し

ます。 207万円

土 木 費

0国道56号線に接続する市道東大洲10号線を整備しま

す。 3，040万円

0昨年 8月の台風16号で被害を受けた二線堤北側農用 l

地の災害補償をします。 1，250万円

0昭和56年5月31日以前建築の木造住宅の耐震診断に要

した費用の一部を補助します。 40万円

災害復旧費

0今年 7月か らの梅雨前線豪雨災害の復旧工事を行い

ます。 l{j意3，108万円

0河辺地区の林業施設の復旧工事を行います。

1，000万円

農林水産業費

0乗用管理機やフォークリフ トの購入を補助し、認定農

業者を支援します。 310万円

0長浜キウイフルーツ選果場の選果施設の更新を支援

します。 189万円

0しいたけ生産量の増加や高品質化を進めるため、防風

施設や乾燥機などの導入を支援します。 832万円

0イノシシの増加による農産物被害の防止を図るため、

獣類防護柵の設置に対して助成します。 159万円

0沖浦漁港の漁船修理用上架施設レールの改修工事を

します。 250万円

一一 3



広縄おおず 2∞511月号

災害!こ強いまちづくり

-3沼:草望蜜豆電璽互理・
大地震が突然発生した場合、どんな事態が起こり、何をすればよいのでしょう。時間の経過とと

もに想定される状況と活動をシミュレーションしてみましょう。

. 量BI・・

• 

ー
ズj

No.6 

.まず、身を守る
・揺れが収まったら火を消す
.非常脱出口の確保(ドア、窓を聞ける)

-火元の確認→ガスの元栓を閉め、 \I~ー
電気のスイッチ・ブレ ¥( 
力を切る。火が

出ても落ち着いて初
期消火をする

.家族の安全を確認→倒れた家具の下敷きになっていな~¥か確認

.靴・スリッパを履く→家の中はガラスの破片が散乱して危険

.津波、山-崖崩れの危険が予想される地域は即避難する

当面 -隣近所に声をかける
.近所に火は出ていないか確認する

・火が出ていたら大声で知らせる

.......•.• . . . . . . 
.隣近所で助け合う(災害弱者の安全確

保。行方不明者、けが人はいないか確認)

・出火防止を呼びかける

.初期消火を行う

.みんなで消火・救出活動

.ラジオや防災行政無線なとでEしし情報を確認する
・デマにまどわされない

.避難には絶対車を使わない

.避難の際はブロック塀、ガラス、がれき

に注意する

・電話は緊急連絡を優先する

.指定された避難所での避難生

活に入る

.自主防災組織に協力する

.消火と救出活動に協力する

・壊れた家には戻らない

・水・食料は蓄えているもので
まかなう

-地域内の被害情報の収集

.市などからの情報を住民ヘ正しく伝える

.初期消火活動

.救出活動

.負傷者の応急救助や救護所への搬送

.地域の事業所などの協力を得る

.困難な場合は瀞方署なと¥出動を要請する

t制~品賞切

ζ..::---cミE弘一妥当 r-、/

-指定された避難所への誘導
.市に協力して秩序ある避難所運営

.安否確認の協力

.災害弱者に対する配慮
•••..•.••...••......•.••••....... 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
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広栂おおず 2∞511月号

災害lこ強いまちづくり

| 避難時の心得 l 
f i2 

i各自が緊急避

22詰渓 〉鈎易 型認を駄

4 

5 

荷物は最小限
のもの|こ

3 

6 

避難は徒歩で。

車やオートパイ
は厳禁

仁三ヱコ

'Cこる央、

じク

=コ
ロミミミ

ヘルメツ卜や
ずきんで頭を
保護

-・・E醤墨画量掴・・・
住所

氏 名

生年月日

位 別

保護者名

連絡先

勤務先

血液型

緊急連絡先(親戚、知人等)

(氏名)

(電話)

避難場所

にコ
c:::コ

cク
お年寄りや子供
の手はしっかり

f屋って

:タ ¥ムd〆 :8
{( i 

避難場所へ移 ;
動するとき、
狭い道 ・塀ぎ i

わ ・川べりな
どは避ける

避難所|こ声をか
け、助け合って

避難

EZ吾E王朝?胃茸ヨ
。地震時に落ち合う場所をあらかじめ決めておきましょう。

。地震時に安否情報の取次ぎをしてもらえる親戚、知人等 (遠方に住んでいる人であるこ

とが必要)を決めておきましょう。

。NTTr災害伝言ダイヤル171Jや、携帯電話会社の 「災害時伝言板」の活用を家族で決

めておきましょう 0

TIl?TI+日 +自分の家の電話番号など
(メッセ ジを録音)

一一一ー 5
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広楓おおず 2∞511月号

市職員給与・定員管理等の状況

市民の皆さんに大洲市職員の給与 ・定員管理等の実態を正しく理解していただく

ため、平成17年 4月 l日現在における大洲市職員の給与・定員管理等の状況を次の

とおりお知らせします。

(5)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
(平成17年4月1日現在)

区 分 経験年数9年 経験年数15年 経験年数21年

大学卒 254，850円 307，566円 364，614円

一般行政職

高校卒 195，500円 243，500円 323，700円

高校卒

技能労務職

中学卒 198，900円 204，200円 245，700円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採

用後の年数です。

(6)一般行政職の級別職員数の状況 (平成17年4月1日現在)

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 言十

標職準務的内な容 主補事 主下級事 上主級事 主査 係長
専門

課補長佐 課長 部長
員

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

職員数 8 73 21 22 112 39 80 58 141 427 

% % % % % % % % % % 

構成比 1.9 17.1 4.9 5.2 26.2 9.1 18.7 13.6 3.3 100 

(注) 1 大洲市の給与条件に基づく給料表の級区分による職員数です。

2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

(7)特別職の報酬等の状況 (平成17年4月1日現在)

区 分 給料、報酬等の月額 期 末 手当

市長 847，800円

E力役 657，900円

収入役 576，000円

(平成16年度支給割合)
議長 471，000円

副議長 383，000円 6月 1.60月分

議員 12月 1.70月分

旧大洲市 351，000円
計 3.30月分

旧長浜町 207，000円

旧肱川町 183，000円

旧河辺村 178，000円

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2)職員給与費の状況(普通会計予算)

車合 与 費
1人当たり

区分
職員数

給与費
A 

期勤勉手末当
S/A) 

総 事ヰ 職員手当 計 B

平成
659人 23億9，117万円 10億2，673万円 9億6μ3万円 43億8，ω3万円 665万円17年度

(注) 1 職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

(3)職員の平均給料月額、平均給与月額及び
平均年齢の状況(平成17年4月1日現在)

一般行政職 技能労務職

区分

給平料月均額 給平与月均額 平均年齢 平給料月均額 平給与月均額 平均年齢

大洲市 312，566円 351，228円 41.1歳 271，990円 286，543円 46.3歳

国 329，728円 40.3歳 274，230円 48.1歳

(4)職員の初任給の状況 (平成17年4月1日現在)

大 ~H 市 国

区 分

初任給 経採過用日給2料年額 初任給 経採過用日給2料年額

一 般 大学卒 170，700円 184，400円 170，700円 184，400円

行政職 高校卒 138，800円 148，500円 138，800円 148，500円

(注)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

6-一一
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市職員給与・定員管理等の状況

(9)部門別職員数の状況と主な増減理由
(平成17年4月1日現在)

~ 
職員数

対増減前数年 主な増減理由
平成16年度 平成17年度

三間業芝 4Z2X 民 10 B ム 2 市町村合併のため

総務 120 112 ム 8

税務 32 29 ム 3

自室 民 生 230 232 2 

行 衛 生 35 34 ム 1

政 労働 。 。
部 農水 47 47 

r~ 商 工 12 12 

土 木 68 74 6 

小計 554 548 ム 6

特別政部 教育 109 111 2 

行門 小 計 109 111 2 

病院 181 173 ム 8

公ユ嘗£ 会計
水道 16 19 3 

下水道 6 6 

業等部門 その他 32 23 ム 9

小 計 235 221 ム14

dEL ヨ 計 898 880 ム18

(注)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休

職者・派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

••••••••••••••••••••••••••••••• 

平成17年 1月に4市町村が合併し、新しい大洲市とし

て出発いたしましたが、依然として厳しい経済状況の中、

市民の皆さんの大洲市に対する(制度・組織・事業内容・

市民対応など)ご意見をいただき、よ りよい大洲市とな

るために、さ らなる改革を進めていく必要があり ます。

そこで、市民の皆さんのご意見・ご提案などを下記の

要領で募集いたしますので、多くのご意見をお寄せいた

だきますようご協力お願いします。

-~~季語~~・
(1)市民ポストの利用

大洲市役所市民課・各支所・各公民館(旧大洲地区

のみ)窓口に設置しである市民ポストに、投函してく

ださい。 (備え付けの用紙があります)

(2)インターネットの利用

①大洲市公式ホームページ

(http://www.city.ozu.ehime.jp/) 

「くらしの情報」の利用

②直接担当課へのメール

(gyoseikaikakusuishinka@city.ozu.ehime.jp) 

(3)郵送・ FAXの利用

干795-8601大洲市大tJN690-1 FAX 0893-24-2228 
大洲市役所総務部行政改革推進課

※ご意見をお寄せいただく際には、住所・ 氏名・電話

番号・電子メールアドレスをご記入ください。

一一一一 7

(8)職員手当の状況

区 分 大洲市 国

平成16年度支給劃合 平成16年度支給割合

期末手当勤勉手当 期末手当勤勉手当

期末手当 1.40月 0.70月 6月期 1.40月 0.70月

勤勉手当 1.60月 0.70月 12月期 1.60月 0.70月

計 期 末手当 3.0月 勤勉手当 1.4月分

職制上の階段、職務の級等による加算措置

(支給率) 自己都合 勧奨・定年実

勤続20年 21.0月分 27.3月分裂

勤続25年 33.75月分 42.12月分雪

勤続35年 47.5月分
同

59.28月分じ

退職手当 最高限度額 59.28月分 59.28月分

(平成17年3~31 日現在) その他の加算措置 定年前早期退職特別措置 (2見~20%加算)

推奨退職時特別昇給 2号給

1人当たり 自己都合 勧奨定年

平均支給額 424万円 2，320万円

(注)退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る

職員に支給された平均額です。

区分 内 容
国の制度 国の制度と
との異同 異なる内容

配偶者13，500円、扶養親族2人固まで

6，000円、その他5，000円、配偶者のな

扶養 い職員の扶養親族1人目 11，000円、扶
同

手当 養親族でない配偶者を有する職員の

扶養親族1人 目6，500円。一定の年齢

の扶養親族1人につき5，000円を加算。

借家居住者・・ ・家賃 と12，000円の差額が
持家居住者
について、

住居 11，000円に達するまでその差額を支給(支
異

年わ国間円(取)を数らが信支に2にず給対5後3か田5年円手当 給限度額27，000円) し、
、か

持家居住者 .....3，500円 500 

通勤距離片道 2km以上

交通機関利用 運賃相当額

交通用具利用 2 km以上 2，000円

5 km以上 4，100円
通勤

lOkm以上 6，500円 同
手当

15km以上 8，900円

20km以上 11，300円

25km以上 13，700円

~24， 500円



広幅おおず 2∞511月号

脱藩の道

の
襲
来
で
脱
藩
の
道
が
荒
れ
て
い
た

・

の
に
加
え
、
道
の
崩
落
で
迂
回
が
必

・

要
な
場
所
も
あ
り
、
決
し
て
歩
き
や

・

す
い
道
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
集
ま
っ
た
参
加
者
は
脱
藩

・

の
道
を
完
全
踏
破
す
る
べ
く
、
爽
や

・

か
な
笑
顔
で
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流

一

し
な
が
ら
一
生
懸
命
歩
き
ま
し
た
。

-

坂
本
龍
馬
役
に
扮
し
た
2
人
の
参
加

一

者
も
、
慣
れ
な
い
紋
付
袴
に
苦
戦
し

・

な
が
ら
も
最
後
ま
で
歩
き
抜
き
、
「
い

・

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と
満
足

一

そ
う
な
笑
顔
で
し
た
。

「
前
夜
祭
龍
馬
を
語
る
夕
べ
」
「
第
ワ
回
わ
ら
じ
で

歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
」
が

9
月
叩
日
(
土
)

刊
日
(
日
)
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

叩
日
に
開
催
さ
れ
た
前
夜
祭
で

は
、
土
佐
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
の
岩
崎
義
郎
先
生
を
お
招
き

し
、
「
龍
馬
脱
藩
ゆ
か
り
の
道
を
歩

く
」
と
題
し
て
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
残
っ
て
い
る
史
実
と
当
時
の

時
代
背
景
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
推
測

さ
れ
る
こ
と
を
見
事
に
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
、
龍
馬
が
ど
の
よ
う
に
し
て

大
洲
市
長
浜
町
ま
で
脱
藩
し
た
の
か

が
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
龍
馬
の
脱

藩
し
て
い
る
姿
が
眼
に
浮
か
ん
で
く

る
よ
う
な
講
演
に
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
も
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
る
様
子

で
し
た
。
講
演
終
了
後
は
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
歌
あ
り
踊
り
あ
り
と
大
変

な
盛
り
上
が
り
の
中、

全
国
か
ら
集

ま
っ
た
参
加
者
と
の
交
流
が
深
め
ら

れ
ま
し
た
。

翌
日
の
河
辺
町
内
約
M
M
に
わ
た

る
脱
藩
の
道
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
で
は
、

大
森
市
長
を
は
じ
め
2
9
0
人
の
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
心
配
さ
れ

て
い
た
雨
も
な
ん
と
か
持
ち
こ
た

え
、
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
に
は
ち
ょ
う
ど

良
い
天
候
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、
今
年
は
台
風
凶
号

からのお細らぜj『大淵税務

お済みですか?消費税の届出!

. 平成17年に消費税課税事業者となるかどう かは、

平成15年の課税売上高が1，000万円を超えるかどう

かにより判定します。新たに課税事業者となる方

は、速やかに「課税事業者届出書」を所轄の税務署

に提出してください。

で!消費税の納税は『振替納税J

- 個人事業者の方

の消費税の納税に

つきましては、納税

資金の積立によ る

期限内納付や振替

納税のご利用をお

願いします。 . 平成18年に消費税課税事業者になる個人事業者

の方で簡易課税制度を選択される方は、平成17年

12月31日までに届出 しなければなりません。

なお、平成17年に新たに課税事業者となる個人事

業者の方についても、 平成17年12月31日までに提

出すれば、平成17年分から簡易課税制度を適用する

ことができます。

便利な振替納税で

インターネットで簡単に申告書等の
作成ができます

国税庁はホームページで所得税の確定申告書等を

簡単に作成することができます。操作は、簡単です。

是非、一度試してみませんか っ 画面の案内に従っ

て、収入金額や所得控除金額等の必要事項を入力すれ

ば、簡単に申告書等が作成されます。

作成した申告書はカラープリンターで出力し、添付

書類とともにできるだけ郵送により税務署へ提出し

てください。

国税庁ホームページアドレス

8一一一
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広縄おおず 200511月号

連載シリーズ

しい厄けフ工ス少
2005 in 六湘

日主場

大洲市は日本有数の椎茸生産地であり、

全国第 4位の生産量を誇っています。

大洲産椎茸のよさを皆さんに知っても

らうため、生産者と消費者との交流イ

ベントを開催することになりました。

し
る来

以
準ム

み昧
引

「
l
l
F
ト
I
H

Q
U
 

L

」つ
ι

-j
同
月

つ使
仰

を
j

茸
室

佐
教

乾
理

産
料

洲
け

大
た

企

日
月
お
日
(
水
)
勤
労
感
謝
の
日

午
前
日
時

1
午
後
3
時

所

オ
ズ
メ
ッ
セ
幻
駐
車
場

催

し
い
た
け
フ
エ
ス
タ

2
0
0
5
・m
大
洲
実
行
委
員
会

時

楽
し
む
イ
ベ

L
卜

椎
茸
種
駒
早
打
ち
競
技

(
初
心
者

体
験
コ
ー
ナ
ー
)
、
ク
イ
ズ
抽
選
会
、

チ
エ
ン
ソ
1
ア
l
ト
実
演
な
ど

芯
る
さ
と
ヴ
川
メ

き
の
こ
狩
り
(
生
椎
茸
)
と
炭
火

焼
、
乾
椎
茸
す
く
い
取
り
、
猪
鍋
、

肱
川
ラ
ー
メ
ン
・
う
ど
ん
、
も
ち
ま

き
、
お
菓
子
ま
き
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
水
産
課
農
林
構
造
改
善
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線
2
2
7
)

み

ら

く

る

腕
楽
来
し
い
芝
け
斜
理
叡
室
開
催

し
い
た
け
フ
エ
ス
タ
2
0
0
5
・m

み

ら

く

る

大
洲
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
味
楽
来
し

い
た
け
料
理
教
室
」
が
、

9
月
却
日

(
木
)
、
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
食
生
活
改
善
推
進
リ
ー
ダ

ー
M
人
が
参
加
し
、
大
洲
産
乾
燥
椎

茸
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
乾
椎
茸

の
チ
キ
ン
ロ

l
ル
」
を
作
り
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
味
・
か
お

り
・
コ
ク
が
あ
っ
て
深
い
味
わ
い
が

あ
り
ま
す
」
「
味
が
よ
い
の
は
、
原

木
の
手
入
れ
が
行

き
届
い
て
い
る
証

拠
で
す
ね
」
と
好

評
を
博
し
て
い
ま

し
た
。

や
す

フ
エ
ス
タ
実
行
委
員
会
(
大
成
宣

成
委
員
長
)
は
、
大
洲
産
椎
茸
の
味

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
日
月
以
降

各
地
区
で
聞
か
れ
る
料
理
教
室
で
使

う
乾
燥
椎
茸
叩
同
約
6
0
0
人
分
を

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
各
支
部

へ
贈
り
ま
し
た
。

。θ

'
A
権
・
筒
和
助
制
窟
シ
リ
E
ズ

No.70 

先
進
地
巴
お
け
る
現
地
研
修
会

し
ぶ
ぎ
め
い
っ
き

i
渋
娘
一
擦
の
地
を
訪
ね
て

i

8
月
幻
目
、
岡
山
市
神
下
人
権

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

大
洲
市
人
権
・
同
和
教
育
講
師
団

現
地
研
修
会
が
、
「
渋
染
一
撲
に

学
ぶ
」
を
テ

l
マ
に
行
わ
れ
ま
し

た。
渋
染
一
撲
は
、
江
戸
時
代
の
終

わ
り
安
政
2
年
ロ
月
に
、
岡
山
藩

が
出
し
た
却
カ
条
の
「
俳
機
内
服
飾

蹴
書
」
が
こ
と
の
始
ま
り
で
す
。

な
か
で
も
最
後
の

5
カ
条
は
、

「
着
物
は
無
地
・
無
紋
で
、
色
は
、

渋
染
か
配
結
に
限
る
。
雨
の
日
に

村
の
中
で
、
組
末
な
栗
下
駄
を
履

く
こ
と
は
許
す
が
、

他
の
村
に
行

く
と
き
は
雨
の
日
で
も
、
下
駄
を

履
い
て
は
な
ら
な
い
」
な
ど
百
姓

や
町
人
か
ら
分
け
院
て
ら
れ
、
厳

し
い
差
別
を
受
け
て
い
た
人
々
に

だ
け
出
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

年
貢
を
納
め
、
番
役
の
義
務
を

果
た
し
て
い
る
の
に
、
こ
の
よ
う

な
差
別
が
我
慢
で
き
な
い
と
抵
抗

し
、
代
表
が
黙
蹴
4
2
E

を
出
し
ま
し

た
が
、
差
し
戻
さ
れ
ま
し
た
。
人
々

は
、
各
地
に
集
ま
っ
て
相
談
し
、

藩
内
印
余
り
の
村
に
呼
び
か
け
、

つ
い
に
安
政
3
年
6
月
、
千
数
百

人
が
立
ち
上
が
り
、
家
老
と
交
渉

し
、
歎
願
書
を
受
理
さ
せ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
藩
は
倹
約
令
を
実

施
で
き
ず
、
以
後
、
渋
染
や
藍
染

の
着
物
を
強
要
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
指
導
者
の
ロ
人
が
牢
に
入
れ

ら
れ
、

6
人
は
獄
中
で
病
死
、
そ

の
ほ
か
の
多
く
の
人
が
処
罰
さ
れ

た
の
が
、

一
撲
の
概
要
で
す
。

団
員
は
、
一
撲
の
意
義
や
影
響

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
後
、
「
渋

染

一
挟
資
料
館
」
を
見
学

し
ま
し
た
。

一
撲
に
参
加

し
た
人
が
書
い
た
「
紫
鮫

諮
っ黙
賠
訴
詰
」
や
「
属

都

重
「
望
静
」
な
ど
、
当

時
の
資
料
を
見
て
、
指
導

者
の
学
問
教
養
の
高
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

資
料
館
横
に
あ
る
獄
死
し

た
指
導
者
を
問
る
茂
砂

に
、
全
員
で
、
持
参
し
た

生
花
を
供
え
ま
し
た
。
現

在
は
「
若
宮
神
」
と
し
て
、

地
域
の
人
た
ち
が
世
話
を

し
て
お
ら
れ
、
当
時
の
熱
い
思
い
を

心
の
態
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
、
差
別
政
策
に
対

し
、
民
主
的
な
手
法
で
要
求
を
貫
徹

さ
せ
た
起
ざ
や
団
結
力
、
命
を
か
け

て
立
ち
向
か
い
跳
ね
返
し
た
人
々
の

勇
気
、
そ
れ
に
、
当
時
人
々
の
時
代

に
先
ん
じ
た
人
権
意
識
の
高
さ
に
、

現
地
で
な
い
と
味
わ
え
な
い
感
銘
を

受
け
て
、
研
修
を
終
え
ま
し
た
。企参加した講師団のみなさん

(資料館横「若宮神」前にて)
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※この事業は、(財)桝山教育振興会の助成を受けて実施しています。

己主守旧

直躯おおず 2姉 11月号

大洲市中学生海タ!派遣事業

大洲市中学生海外派遣事業(オーストラリア16日間)を終えて

団長(長浜中学校長)久保田 敏 幸

新生大洲市となって、初めての中学生海外派

遣事業。 7月26日から16日問、オース トラリアへ

市内9校より生徒12名と引率教員、計14名で参加させていただきました。

本事業は今回で 7回目と聞いていますが、実に意義深い事業であること

を実感いたしました。改めて、企画に当たっていただいた大洲市、並びに

桝山教育振興会に心よりお礼と感謝を申し上げます。ありがとうございま

した。

12名の生徒たちは、それぞれに「異質の文化、歴史、経済、生活習慣及び

国民性の違い等を肌で感じ、国際的な感覚の酒養と視野を広め国際化時代

にふさわしい資質を身につけるJという趣旨にかなう、十分なものを心と

体に焼き付けて、実に大きな収穫を得てきたものと確信いたしております。

「このメンバーとの出会いを大切に。そして、ともに体験するオースト

ラリア研修。 このチャンスを十分に生かし、思い切りチャ レンジしてほしい。Jとあいさつしスタート した16日間でした。

出発時、期待と不安に緊張の面持ちであった生徒たちが、元気に 日焼けし、明るく、自信に満ちた表情に変身。確かな手

ごたえを感得した一人ひとりの生き生きとした眼差しに、この16日間の充実振りを垣間見る思いがいたしました。

事実、「今までで最高の中学生たちJと絶賛された英語教諭キャシー、「来年もぜひ来てほしい」と旅行会社までメッセ

ージを送っていただいた校長先生、ホームステイ先の保護者の「受け入れてよかったJ等々の声を随所に聞くことができ

ました。体験報告は生徒たちの感想に委ねます。

本事業が、今後とも継続されていきますことを願いつつ、感想とさせていただきます。

回日 開IliaE也事罰ヨ=固

7月26日ω出発式、大洲市発
松山から大阪を経由し、ブリスベーンへ

ブリスベーン着
7月27日(7)<)ブリスベーン市内見学、ホストファミリーと

の対面式、ホームステイ開始

7月28日同 歓迎式、オリエンテーション

7月29日幽 午前 :英語授業/午後:学校行事に参加

7月30日出 ホストファミリーと過ごす

7月31日日)ホス トファミリーと過ごす

8月1日(月)午前 .英語授業/午後:学校行事に参加

8月2日ω午前英語授業/午後学校行事に参加

8月3日附
午前:現地消防署視察
午後:老人ホーム訪問

8月4日同 午前:英語授業/午後.学校行事に参加

8月5日樹 午前:英語授業、終了式/午後 -美術館見学

8月6日出 ホストファミリーと過ごす

8月7日臼)
午前.ホストファミリーとの自由時間
午後 さよならパーティー

8月8日(月)
ホストファミリーとお別れ
終日:ゴールドコースト市内研修

8月9日(j<)ブリスベーンからシドニーを経由し、大阪へ

8月10日。'l<)大阪から松山へ、大洲市着、帰国報告会 A授業風景
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広担おお宅f200511月号

大洲市中学生海外派遣事業

海外派遣に参加して
大洲南中学校影浦仁実

7月26日、私は期待と不安を胸に、出発式の列

の中にいました。 11人の仲間とは、関西空港に向

かうパスの中ですっかり意気投合しました。

オーストラリアは、広大な自然に固まれ、すべて

の物が大きく見えました。ホストファミリーは、私

を家族の一員として受け入れてくれ、私の英語を一

生懸命聞いてくれました。言葉では伝えきれなくて

も、心は十分通じ合えるという事を実感しました。

クリケットやサッカー観戦、コアラやカンガルーと

の触れ合い、毎日が驚きと感動の連続でした。 1日

4度の食事+デザートで4キロ太った私は、心も

体も一回り大きくなりました。この貴重な体験を、

これからの

生活に生か

していきま

す。このよ

うな機会を

与えて下さ

ったすべて

の方に感謝

します。

海外派遣事業を終えて
平野中学校山本裕太

僕は今回の海外派遣事業に参加してとてもよかっ

たと思います。何故なら英語はもちろんオーストラ

リアの文化にふれ、多くの体験を学ぶことができた

からです。中でもホームステイは最初言葉が通じな

かったらどうしようと思い、とても緊張してあまり

話すことができませんでした。でも、ホストファミ

リーの方々が家族のように接してくれたり、冗談な

どで僕の気持ちをほぐしてくれたりして、笑いの絶

えないホームステイになりました。とても楽しくて、

あっという聞の 2週間でした。日本ではできない体

験をたくさんすることができてよかったです。そし

て何より僕に素敵な機会を与えてくださった桝山教

企終了証を手ににっこ り

一一一 11

育振興会と

大洲市、平

野中学校の

先生方に感

謝していま

す。本当に

ありがとう

ございまし

た。

海外派遣事業に参加して

僕は、今回の海外
派遣事業に参加し
て、ホストファミリ
ーや学校の人たち
と積極的に交流す
ることで、お互いの
国の文化を学ぶ事
と、自分の英語に対

大洲東中学校須内祐太

する意識を変える事を目標にしていました。
ホストファミ リーや学校の人たちは、とても優し

い人ばかりで、みんな分かりやすい英語を使ったり、
ゆっくり話してくれたりしたので、少しずつ理解で
きるようになってきたし、仲良くなる事ができまし
た。オーストラリアは、最初に J思っていたほど日本
とかけ離れた国ではありませんでした。「外国」を
遠い存在だと感じていたけれど、実際はとても身近
なものに思えるようになりました。英語についても、
これまでは学校の授業くらいでしか使う事がないか
ら、そこまで楽しいものだと感じてはいなかっただ
けで、向こうで英語を使って交流しているうちに、
英語の楽しさや素晴らしさが分かるようになってき
ました。
僕は今回の体験で、自分に自信が持てるようにな

ったし、 一緒に行った仲間、そしてオース トラリア
の友達という大切な宝物もできました。僕にとって
自分を成長させることができた素晴らしい体験だ、っ
たと思います。

『家族愛』に感謝!
大洲南中学校栗田佳輔

初めての海外の旅で「会話はうまくいくだろう

か。JI現地の人と上手に付き合えるだろうか。J様々

な不安を背負い、オーストラリアへ旅立つた。案の

定、日本の生活と大きく異なっていた。春のような

気候なのに日焼けはするし、「リンゴが好きjと言

えば毎日 3食出てくるし、肉中心、ボリュームたっ

ぷりの御飯、甘いお菓子で、ホームシックにかかっ

てしまった。そんな僕を救ってくれたのはホストフ

ァミリ ーだ、った。いつも明るく接してくれて、不安

もいつの聞にか無くなっていた。彼らの御蔭で毎日

楽しく学校に通ったり、英会話も上達したりしまし

た。人の温かさ、文化、気がつかなかった日本の良

い所など多くの事を学ぶことができた。こんな貴

重な機会

を与えて

下さ っ た

方々に心

から感謝

したいと

思う。



派遣事業に参加して
新谷中学校城戸 昭憲

今回の海外派遣事業に参加をして、僕は、世界は

広いと思いました。オーストラリアに行くと、言葉

は全て英語なので、ファミリーの人たちと会話でき

るか不安でした。初めは、とても聞きとりにくく、

話をするのも難しかったです。しかし、 1週間もす

ると英語も徐々に聞きとれだして、少し話ができる

ようになりました。英語を使って話をするのは、と

ても新鮮で楽しかっ

たです。訪問した学

校の生徒たちと授業

を受けたり、スポー

ツをしたりして交流

を深めることができ

ました。また、ホス

トファミリーの人た

ちも親切で、私たち

にやさしく接してい

ただき、オーストラ

リアがさらに好きに

なりました。今度は、

... ~篠笛』 さらに英語を勉強し

さよならパーティーにて て行きたいです。

海外派遣事業に参加して
大洲北中学校 山崎志 郎

僕はこの大洲市中学生海外派遣事業を通して体験

したいことがありました。それは「日本とオース ト

ラリアの文化の違い」です。出発する前、両親に「食

事はあまり期待しない方がいいよ」と言われた事が、

見事に当たってしまいました。朝からファーストフ

ードやシリアルなど高カロリーな物が多く、そのす

ごさには仰天してしまうほどでした。食事だけでな

く、主日は教会にも行き、現地の学校では日本では

体験できないようなスポーツや遊びも体験すること

ができました。このように僕は充分オーストラリア

の文化に触れることができました。滞在期間は限ら

れていましたが、それでもとても良い体験をする

ことができ

たと思いま

す。この体

験を是非、

自分の今後

の将来にも

役立てたい

です。

広帽おおず 2∞511月号

大洲市中学生海外派遣事業

オーストラリアの研修を終えて
肱東中学校 那須恵里香

今回ホームステイという貴重な体験ができて、と

ても良かったです。ホス トファミリーとの生活は、

とても楽しかったです。私を家族の一員として受け

入れてくださり、全然違和感もなく生活ができまし

た。また、学校でも皆親切で一緒に授業やスポーツ

をして、仲良くなる事ができました。この体験を通

してオーストラリアの人たちに共通していたこと

は、私が lつ lつの言葉を理解して答えを出すのを

気長に待っていてくれたことでした。日本とオース

トラリアでの生活は何もかも違っていて、毎日が

新しいことの発見でした。約2週間の滞在は、毎日

が本当に充実していました。これからも、英語をも

っともっ

と勉強し

てまたオ

ーストラ

リアに行

きたいで

す。

16日閣の大切な思い出
大洲北中学校 篠崎 桂

私はこの夏、 16日間、海外派遣事業でオース ト

ラリアに行きました。

最初は緊張し、思うように話せなかった英語も、

だんだん理解でき、少しずつ話すことができるよう

になりました。

何よりも心に残っているのは、ホストファミ リー

との出会いです。

初めはぎこちなかったけれど、子供達がとても楽

しく毎日笑顔で接してくれるので、私は元気をもら

い、 同時に笑顔になれました。

ホストファミリーのお父さん、お母さんはうまく

英語の話せない私のために、紙に書いてくれたり、日

本語の本を買って勉強してくれました。その事が、何

よりもうれしく、感謝の気持ちで胸がいっぱいです。

この夏の体験は、私に大切な事を教えてくれ、生

涯忘れられない思

い出になりまし

た。

私は、またいつ

かオーストラリア

の家族に会いに行

きます11
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広縄おおず 200511月号

大洲市中学生海外派遣事業

海外派遣事業に参加して

オーストラリアで
の2週間は本当にあ
っという間でした。

自然豊かな広大な大
地に見る物も初めて
の物ばかり、毎日感
動の連続でした。

最初は自分の言い

長浜中学校矢野奈津美

たいことが英語でうまく伝えられないことや、生活

習慣の違いに少し戸惑いましたが、ホストファミリ
ーやホストスクールの方々がとても親切で、すぐに
慣れ、毎日とても楽しく過ごすことができました。
私が言おうとしていることを理解しようと努力して
くれたり、私にわかりやすいように英語を選んで、
ゆっくり話してくれたり、国や言葉が違っても、お
互いを理解しようとする気持ちがあれば通じ合える
んだと何度も思いました。

オーストラリアでたくさんの人々と出会って、い
ろいろなことを学ぶことができたと思います。この
経験をこれからの生活に生かしていきたいです。そ
して、ホストファミリーとの再会を目標に、もっと
もっと英語を勉強したいと思います。
最後に、このような素晴らしい機会を与えてくだ

さった方々に心から感謝します。ありがとうござい
ました。

海外派遣を終えて
河辺中学校性見香奈

私はこの派遣での目標が2つありました。 1つは

外国の文化を学んで帰ること。 2つ目は英語を上達

させることでした。

lつ目の文化を学んで帰るのは、全てではないけ

れど、たくさん学んでこれました。私のステイ先は

インド人だ、ったので、最初かなり戸惑ったのですが、

ちゃんと英語だ、ったし、たくさんの事を教えてくれ

ました。学校もとてもステキな所でした。日本へ帰

るのがとても辛かったです。

英語は、少なくとも行く前よりは上達したんじゃ

ないかなと思います。

この海外派遣は、私にとってとても有意義なもの

一一 13

になりまし

た。 これか

らこの派遣

で得たこと

を活かせて

いけたらい

いなと思い

ます。

大好きなオーストラリア
長浜中学校二宮 礼

私はオーストラリアに行けて本当によかったと思

っています。初めは、オーストラリアと日本の文化

や言葉の違いに戸惑うこともありました。しかし、

時がたつにつれて、その壁を乗り越えて、世界に一

歩ふみだせたような気がします。

オーストラリアでできた友達、いっしょに行った

大洲市のメンバ一、ローガン市の人や学校の先生、

そして、ホストファミリー。これらの人々の優しさ

があったから こそ、充実した旅になったんだと思い

ます。この感謝の気持ちを忘れず、これからも互い

のつながりを大切にしていきたいです。

最後に、すばらしい機会を与えてくださった方々

ホストファミリー

に心から感謝

します。私は

オーストラリ

アの広い空と

青い海を忘れ

ません。

肱川中学校坪井宏美

最初、ホスト

ファミリーを

見た時は、険し

い顔をしていて

馴染めるかどう

か心配だ、ったけ

ど、それは私の

勘違いで、とて

も親しみやすい

ホストマザーは暇があれば音楽を聞い

てのりのりで踊っていました。私はそのテンション

についていけなかったけど、パーティ ーに連れて行

ってくれた時、[一緒に踊ろう!Jと何度も誘って

くれたり、踊り方を教えてくれました。子どももと

てもやさしくて、私にたくさん話し掛けてくれまし

た。私が理解できない時は紙に書いてくれたり、繰

り返し言ってくれました。帰る時、「今度来るとき

はもっと英語上手になってね。Jと言われたので、

これからは英語をたくさん話せるように勉強して、

いつかホストファミリーに会いに行きたいです。そ

して、 一緒に踊ったり、話したりしたいです。



広範おお宅r200511月号

大洲市中学生海外派遣事業

驚きと感動の 2週間
引率(長浜中学校教諭) 船 津

「これが真冬・・・・・・。J
オーストラリア国花のミモザや鮮やかなブー

ゲンビ リアが咲き乱れ、校庭には青々とした芝が広がっている。初めての

南半球は、生徒たちにとって驚きと感動の連続だ、った。

受け入れ校のクイ ーンズランド州立カーブルック小学校は、生徒数270、

緑に固まれた大変美しい学校だ、った。 12名の中学生は、毎朝ホームステイ

先から現地の子どもたちと共に登校し、 9時からの授業開始を待った。小

学校の一室で、語学学校から派遣された先生に英会話を楽しく学んだ。午

前中の授業はたったの 2時間、 11時には早くもランチ・タイムである。休

み時間には、ボールを追いかけたり、鬼ごっこをしたり。子どもたちは大

変人なつこく、日本から来たお兄さん、お姉さん、そしておじさんを温か

く受け入れてくれた。

:.J.>.. 
，口

正午から現地の小学生のクラスに入り、体育や美術等の授業を受け、 2時からは20分間のティータイム。そして 3時

には放課。その後の活動は一切なく、 4時前には生徒も教員も学校から完全にいなくなるのには驚いた。

小学生のクラスは、自由な雰囲気が満ちていたが、「聞くこと」と「話すこと」のけじめが厳しくしつけられていたの

には感心した。

やがて訪れたホス ト・ファミリーとの別れの朝、わずかな時間を惜しんで話し続ける生徒や、ホスト ・マザーに抱きしめ

られたまま離れようとしない生徒の姿に胸が熱くなった。

異文化に身も心もどっぷりとつかる貴重な体験を得た12名には、学んだことを各校の仲間に広げ、郷土の、そして我

が国の国際化に貢献出来る人に育ってほしいと切に願う。

.6.飛んでけ紙飛行機

企さよなら カーブルック校

.6.羊の毛刈り見学

.6.別れの歌

(~ふるさと』の替え歌で)
14一一一一



広報おおぜ 2∞511月号

台風!とよる被害lこ遭われた皆様ヘ

台
風
M
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被
害
を
受
け
た
方
で
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
被
害
状
況
に
応
じ
て
個

人
住
民
税
な
ど
の
減
免
や
納
税
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

【市
税
な
ど
】

V
減
免

・
個
人
住
民
税

平
成
凶
年
中
の
所

得
が
l
，
0
0
0
万
円
以
下
で
、
住

宅
が
全
壊
・
半
壊
文
は
床
上
浸
水
等

に
よ
り
、
家
財
な
ど
に
多
大
な
損
害

を
受
け
た
方
。
な
お
、
災
害
で
損
失

を
生
じ
た
場
合
、
平
成
四
年
度
の
雑

損
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
領
収
書
な
ど
を
保
管
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
固
定
資
産
税

家
屋
が
全
壊
・
半

壊
文
は
床
上
浸
水
等
に
よ
り
、
大
規

模
な
修
理
を
必
要
と
す
る
方

・
国
民
健
康
保
険
税

平
成
同
年
中

の
所
得
が
l
，
0
0
0
万
円
以
下
で
、

住
宅
が
全
壊
・
半
壊
又
は
床
上
浸
水

等
に
よ
り
、
家
財
な
ど
に
多
大
な
損

害
を
受
け
た
方

-
介
護
保
険
料

平
成
凶
年
中
の
所

得
が
l
，
0
0
0
万
円
以
下
で
、
住

宅
が
全
壊
・
半
壊
文
は
床
上
浸
水
等

に
よ
り
、
家
財
な
ど
に
多
大
な
損
害

を
受
け
た
方

V
納
税
の
猶
予

被
害
に
よ
り
納
付
な
ど
が
困
難
な

場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
1
年
以
内

の
範
囲
で
納
税
の
猶
予
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
、

高
齢
福
祉
課
又
は
各
支
所
総
務
課
、

市
民
福
祉
課
ま
で
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

宮
本
庁
@
2
1
1
1
(
税
務
課
市

民
税
係
1
2
8
・
固
定
資
産
税
係

1
2
6
・
収
納
係
1
2
3
・
高
齢
福

祉
課
介
護
保
険
管
理
係
1
7
3
)

長
浜
支
所
包
@
1
1
1
1

肱
川
支
所
宮
@
2
3
1
1

河
辺
支
所
宮
@
2
1
1
1

【
国
税
】

災
害
で
住
宅
・
家
財
等
に
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
所
得
税
の
軽
減

措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す。V
所
得
税
法
(
雑
損
控
除
)

O
損
害
を
受
け
た
金
額
(
保
険
金
な

ど
に
よ
っ
て
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
を

除
き
ま
す
)
が
、
損
害
を
受
け
た
年

分
の
所
得
金
額
の
日
分
の

l
相
当
額

を
超
え
る
方

O
被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
壊
し
費

用
な
ど
の
災
害
関
連
支
出
の
金
額

が
、
5
万
円
を
超
え
る
方

V
災
害
減
免
法

O
損
害
額
が
住
宅
や
家
財
の
価
額
の

2
分
の

l
以
上
で
、
損
害
を
受
け
た

年
分
の
所
得
金
額
が
l
，
0
0
0
万

円
以
下
の
方

※
所
得
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
、
被
害
を
受
け
た
資

産
の
名
称
、
損
失
額
等
の
明
細
、
被

害
に
関
連
し
て
支
出
し
た
金
額
な
ど

を
準
備
し
て
確
定
申
告
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
災
害
に
よ
り
事
業
用
資
産

に
つ
い
て
受
け
た
損
失
は
、
事
業
所

得
等
の
計
算
上
、
必
要
経
費
と
な
り

ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
税
務
署
E
@
3
1
1
5

【
県
税
】

V
申
告
や
申
請
な
ど
の
期
限
延
長

被
害
を
受
け
た
日
以
降
、
県
税
の

申
告
書
な
ど
書
類
の
提
出
、
納
付
あ

る
い
は
納
入
が
期
限
ま
で
に
で
き
な

い
場
合
に
は
、
2
ヶ
月
ま
で
期
限
の

延
長
が
で
き
ま
す
。

V
納
税
の
猶
予

被
害
に
よ
り
納
付
な
ど
が
困
難
な

場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
l
年
以
内

の
範
囲
で
納
税
の
猶
予
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

V
減
免

被
害
に
よ
り
納
税
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
県
税

の
全
部
又
は
一
部
が
減
免
さ
れ
ま
す

0

・
個
人
事
業
税

事
業
用
以
外
の
資

産
に
損
失
を
受
け
た
場
合
で
、
資
産

の
被
害
に
よ
る
損
害
額
が
被
害
を
受

け
た
直
前
の
資
産
総
額
の
3
分
の

l

以
上
の
と
き

・
不
動
産
取
得
税

①
災
害
で
滅
失

又
は
損
壊
し
た
不
動
産
に
代
わ
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
不
動
産
の
取
得
②

取
得
後
6
ヶ
月
以
内
に
災
害
で
滅
失

又
は
損
壊
し
た
場
合
の
不
動
産
の
取

得・
自
動
車
取
得
税

取
得
後
2
ヶ
月

以
内
に
災
害
で
被
害
を
受
け
て
廃
車

し
た
自
動
車
の
取
得

V
問
い
合
わ
せ
先

八
幡
浜
地
方
局
税
務
課

8
0
8
9
4
@
4

1
1
1
 

災
害
融
資
(
台
風
日
号
災
害
)

融
資
対
象
者

市
内
に
住
居
文
は
事
業
所
を
有

し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
法
人
又
は
個
人
。
た
だ
し
、
市

税
の
滞
納
者
を
除
く
。

川
災
害
の
影
響
を
受
け
て
、
営
業

文
は
操
業
を
短
縮
し
、
若
し
く
は
停

止
し
て
い
る
こ
と

同
災
害
の
影
響
を
受
け
て
、
平
成

口
年
9
月
の
売
上
高
が
、
平
年
(
概

ね
前
3
年
平
均
)
同
期
の
売
上
高
に

比
し
て
叩
%
以
上
減
少
し
、
又
は
減

少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

同
そ
の
他
、
災
害
の
対
応
策
と
し

て
、
一
時
的
に
資
金
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と

融
資
条
件
等

・
資
金
使
途

災

害

復

目

に

伴

う

運
転
資
金
及
び
設
備
資
金

-
融
資
利
率

国
民
生
活
金
融
公

庫
の
一
般
貸
付
5
年
以
内
基
準
利

率
の
ム

0
・5
%

・
保
証
料

愛
媛
県
信
用
保
証
協

会
に
よ
る

・
連
帯
保
証
人

以
上

・
融
資
限
度
額

.
融
資
期
間

市
内
在
住
者
1
名

1
0
0
万
円

5
年
以
内

(
内
据
置
l
年
以
内
)

・
申
し
込
み
先

大
洲
商
工
会
議
所
、

長
浜
町
商
工
会
、

川
上
商
工
会
、

伊
予
銀
行
市
内
各
支
店
、
愛
媛
銀

行
市
内
各
支
底
、
香
川
銀
行
大
洲

支
店
、
愛
媛
信
用
金
庫
大
洲
支
庖

・
取
扱
期
間

現
在
1
平
成
同
年
3

月
白
日

・
そ
の
他

完
済
者
に
は
、
年
利

1・

0
%
の
利
子
補
給
(
据
置
期

聞
は
全
額
)
及
、
び
保
証
料
の
全
額

補
給
を
行
う
。
た
だ
し
、
延
滞
に

か
か
る
も
の
を
除
く
。

融
資
対
象
者

愛
媛
県
内
に
事
業
所
を
有
し
、
6

ヶ
月
以
上
同
一
事
業
を
営
み
、
か
っ
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

法
人
文
は
個
人
で
、
保
証
協
会
の
保

証
対
象
業
種
に
属
す
る
事
業
を
営
む

者川
台
風
凶
号
に
よ
る
災
害
(
以
下

「災生
E

と
い
う
。
)
の
影
響
を
受
け

て
営
業
又
は
操
業
等
を
短
縮
し
、
若

し
く
は
停
止
し
て
い
る
こ
と

同
災
害
の
影
響
を
受
け
て
最
近
1

ヶ
月
間
の
売
上
高
が
、
前
年
同
期
の

売
上
高
に
比
べ
て

叩
%
以
上
減
少

し
、
又
は
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
こ
と

同
そ
の
他
、
災
害
の
対
応
策
と
し

て
、
一
時
的
に
資
金
を
必
要
と
し
て

い
る
こ
と

融
資
条
件

・
資
金
使
途

.融
資
利
率

・
保
証
料
率

運
転
資
金
、
設
備
資
金

年
1・
4
%
(
保
証
付
)

年
0
・
8
0
%

(
無
担
保
)

運

転

資

金

2
，

設

備

資

金

3
，

-
融
資

限
度
額

0
0
0
万
円
、

0
0
0
万
円

・
融
資
期
間

運
転
資
金
5
年
以
内

(
う
ち
据
置
1
年
以
内
)
、
設
備
資

金
7
年
以
内
(
う
ち
据
置
1
年

6

ヶ
月
以
内
)

融
資
枠

5
億
円

取
扱
金
融
機
関

県
内
に
支
庖
を
有

す
る
金
融
機
関
(
銀
行
、
信
用
金
庫
等
)

取
扱
期
間

現
在
1
平
成
四
年
3
月

白
日
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広報おおぜ

福祉と健康のつどい

2∞511月号

福
祉
と
健
康
づ
く
り

新
大
洲
市
と
な
っ
て
初
め
て

の
「
市
民
の
つ
ど
い
」
が
、
今

年
も
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

記
念
講
演
会
、
健
康
・
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ

l
マ
ー
ケ
ッ

ト
等
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

催
し
物
一
覧

大
健
康
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

骨
粗
し
よ
う
症
、
喫
煙
、
歯

周
疾
患
、
運
動
、
食
育
、

血
圧、

栄
養
な
ど
の
相
談

大
介
護
相
談
・福

祉
機
器
コ
ー
ナ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
相
談

交
何
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー

福
祉
・
年
金
・
人
権
相
談

交
人
権
啓
発
コ
ー
ナ
ー

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

女
展
示
・
即
売
コ
ー
ナ
ー

心
を
こ
め
た
手
作
り
作
品

大
ク
リ
ス
マ
ス
か
ざ
り

e

つ
く
り

先
着
叩
名

材
料
費
l
，
0
0
0
円

大
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

家
庭
の
不
用
品
を
販
売

女
映
画
上
映
・
綿
菓
子
な
ど

⑭ 

今
年
は
刊
月
初
日

記
念
講
演
会

『

Ae守
、

親
と
し
て
・
・
・

大
人
と
し
て
・
・
・
」

草
再
司
叩

-E
B
 
小

林

完

吾

鎌
倉
市
生
ま
れ

大
昭
和
7
年

国
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科

卒
業
、
昭
和
犯
年
に
日
本
テ
レ
ビ
に

入
社そ

の
後
の
活
躍
は
、
皆
様
も
ご
存

知
の
様
に
、
「
日
曜
夕
刊
」
「今
日
の

出
来
事
」
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

タ
ー
を
初
年
間
務
め
た
。

現
在
は
、
自
分
の
生
い
立
ち
ゃ
親

と
し
て
の
体
験
を
ふ
ま
え
、
講
演
活

動
を
続
け
て
い
る
。

3 (
日
)
に
開
催大洲市では、健康づくり計画「あなたが城主 1

健康おおずJの活動の一環として、今年も歯

科の節目健診を行います。 日程などについては

次のとおり です。

明日のあなたを考えて…
年金はあなたが主人公です。

11 月 6 日~ 11月12日は年金週間です。

「いい老後Jにちなんで、毎年、 11月6日(いいろうご)から

12日までの 1週間は年金週間です。

国民の一人ひとりが年金を身近で大切なものとして考え、公的

年金制度の意義や役割を正しく認識し、年金制度に対する理解を

深めていただくため『年金週間』が定められています。

「年金なんて先のことJ、と考えがちですが、この機会に、あなた

のそして家族の年金についてもう一度考えてみませんか。

国民年金には、老齢基礎年金だけでなく 、万が一の時の障害

基礎年金、遺族基礎年金があり、生涯にわたってあなたの生活

をサポートする制度です。
しかし、もし保険料の未納があると、年金額が少なくなった

り、年金が受けられない可能性が出てきます。

将来確実に年金を受けていただくためにも保険料をきちんと
納めましょう。

納め忘れがなく、安心便利な口座振替をぜひご利用ください。

日

時

日
月
初
日
(
日
)
午
前
日
時

1
正
午
・
午
後
l
時
1
午
後
3
時

場

所

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー

(
2
階
保
健
セ
ン
タ
ー
)

対
象
者

剖
・
川
町
・
日
・
日
・
印
・

日
歳
の
節
目
年
齢
該
当
者
で
大
洲
市

民
の
皆
さ
ん
(
年
齢
は
平
成
四
年
3

月
白
日
現
在
と
し
ま
す
)

内

容

歯
科
健
診

・
歯
ぐ
き
の
状

態
の
チ
ェ
ッ
ク
(
市
内
歯
科
医
師
)

正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

(
歯
科
衛
生
士
)

料

金

無
料

申
込
受
付

(
要
予
約
制
)

松山西社会保険事務所

松山市南江戸三丁目 4番 8号

3089-925-5105 

問い合わせ先

16一一一一

日
月
1
日
(
火
)
i
H
月
日
日

(火
)

午
前
9
時
1
午
後
5
時

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

【宮

@
0
3
1
0
】
ま
で
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
直
接
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
来
所
す

る
人
も
午
前
9
時
か
ら
の
受
付
と

し
ま
す
。

※
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

別
人
に
な
っ
た
時
点
で
受
付
終
了

と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
保
健
セ
ン

タ
ー
E
@
0
3
1
0



広報おおず 2∞5l'月号

お知らせ

12月 3日出

O開会式 午後 O時50分本庁庁舎前玄関

0スタート 午後 l時30分本庁庁舎駐車場前

市内一円(ゴール:市民会館)

詳しくは、大会事務局までお問い合わせください。

一般は、大洲市に居住もしくは勤務場所のある者

中学・高校は同一校で複数チーム参加も可

中学生男子の部 中学生女子の部

高校 l部高校2部高校・一般女子の部

一般男子の部

申し込み期日 チーム登録…11月17日嗣

選手名簿・・・・・・11月24日嗣

申し込み・問い合わせ先

教育委員会内 大洲市体育協会事務局

包⑫1734(直通)

時

参加資格

競技部門

日

コース

「
坂
の
上
の
雲
」
秋
山
真
之
の
お

闘
い
池
で
の
逸
話
は
明
治
十
四
年

以
後
の
こ
と
で
す
。
竹
田
博
文
身

内
の
行
文
は
秋
山
の
手
を
と

っ
て

神
伝
流
泳
法
を
教
え
た
由
。
水
野

広
徳
や
安
部
能
成
等
も
お
囲
い
池

の
常
連
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
池

で
年
間
三
百
人
余
の
人
が
指
導
を

受
け
後
継
者
も
育
っ
た
。

「
水
泳
を

市

立

高

等

小

学

校

(十

二
歳
以
上
対
象
)
の
教
科
の

一
つ
と
し
て
生
徒
に
習
得
さ
せ
た

い
」
と
い
う
松
山
市
当
局
者
の
意

向
を
受
け
て
、
明
治
三
十
六
年
六

月
、
竹
田
博
文
は
お
囲
い
池
水
泳

場
の
す
べ
て
を
松
山
市
へ
寄
付
、

か
つ
指
導
の
助
力
を
与
え
た
。
松

山
高
等
小
学
校
で
は
正
岡
景
幸
を

水
泳
科
師
範
と
し
て
迎
え
、
同
年

七
月
十
日
水
泳
教
授
を
開
始
し
た
。

正
岡
は
明
治

三
十
九
年
ま
で
勤

め
、
余
田
信
範
が
継
ぎ
、
大
正
元

年
二
宮
重
義
が
継
い
だ
。
そ
の
間

三
十
五
年
七
月
か
ら
女
子
水
泳
を

開
始
、
四
十
一
年
か
ら
は
市
内
小

学
校
五
・
六
年
男
女
に
許
可
、
男
女

中
等
諸
学
校
(
今
の
高
校
)
生
徒

の
志
願
を
許
し
た
。
【
「
松
山
高
等

小
学
校
水
泳
科
撮
要
」
】

一
方
、
竹
田
博
文
は
日
露
戦
争

当
時
海
軍
兵
学
校
(
士
宮
養
成
)

で
水
泳
術
を
教
え
、
明
治
三
十
九

年
に
は
市
内
の
同
志
を
結
集
し
て

松
山
神
伝
流
水
泳
協
会
を
創
設
、

彼
が
初
代
会
長
を
勤
め
た
。

協
会
は
神
伝
流
の
継
承
を
計
り
、

術
書
の
編
集
に
着
手
し
、
県
内
各

大
淵
神
信
満
保
存
舎
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ

大
淵
発
祥
の
神
伝
流
滋
法
⑩

地
へ
指
導
者
を
派
遣
し
て
普
及
に

勤
め
た
。
〔
神
伝
流
水
泳
術
・
外
〕

大
洲
で
は
、
明
治
四
十
四
年
、
河

野
富
太
郎
(
宇
和
島
市
出
身
)
が
旧

制
大
洲
中
学
校
長
に
着
任
し
た
。
彼

は
明
治
三
十
六
年
・
七
年
岡
山
県
立

津
山
高
等
女
学
校
に
奉
職
「
同
地
の

水
泳
の
盛
な
の
を
見
て
実
に
驚
き
ま

し
た
。
何
処
か
ら
そ
れ
が
停
っ
て
来

た
か
と
問
え
ば
、
伊
予
の
松
山
か
ら

来
た
と
い
う
の
で
、
私
は
一
種
一
言
う

べ
か
ら
ざ
る
感
に
打
た
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
其
後
松
山
の
師
範
学
校
(
現

教
育
学
部
)
に
転
任
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
右
の
関
係
か
ら
、
お
囲
い
池

の
水
泳
に
就
い
て
は
、
特
別
な
る
興

味
を
有
し
て
居
た
の
で
あ
り
ま
す
。

其
松
山
の
水
泳
の
歴
史
を
調
べ

て
見
ま
す
と
喜
多
郡
大
洲
か
ら

停
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
|
中
略
当
時
大
洲
地
方
の

水
泳
は
全
然
振
っ
て
居
り
ま
せ
ぬ
。

同
僚
其
他
地
方
有
志
に
問
う
て
見

ま
し
て
も
、
何
等
得
る
所
が
あ
り

ま
せ
ぬ
で
し
た
。
併
し
、
地
方
人

の
実
際
泳
い
で
い
る
様
子
を
見
る

に
悉
く
の
者
が
片
手
を
突
出
し
て

泳
、
ぎ
、
ー
中
略
|
以
上
の
理
由
か
ら
、

私
は
大
洲
地
方
に
神
傍
流
水
泳
を

復
興
せ
し
む
る
こ
と
は
、
極
め
て

大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
し

て
、
松
山
神
停
流
水
泳
協
会
か
ら

師
範
を
招
鴨
し
、
中
学
校
生
徒
に

之
を
練
習
さ
せ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

【「
大
洲
の
生
ん
だ
神
伝
流
」

一
九
三
八
年
序
文
大
洲
町
発
行
】

で

ち

か

ゆ

倉

(
ー
文
章
員
井
手
隣
之
)
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乞妻宅霊安~診率三D i、

9月19日(一部16・18日)旧町内12ケ所で、公民

館主催による敬老会が行われましだ。

合年の該当者は2，053人、そのうち米寿は47人で、

各会場とちそれぞれに工夫、協力しだ出し物や催し

物で、敬老者をねぎらい、長寿を祝って楽しい 時

を過ごしましだ。

9月23日 秋分の日に、ふるさとの宿付近におき

まして、「第18回渓流つり大会」が開催されましだ。

午前 7時からのスタートと共に参加者は渓流つり

の醍醐昧であるアメノウオ釣りの腕を競いましだ。

釣り上げだ魚、の大きさにより、次の万々が上位入

賞となりました。

優 勝 沼野英昌さん(大洲市) 38.9cm 

準 優 勝 岡林明仁さん(松山市) 38.4cm 

第 3 位 大森若松さん(大洲市) 38.3cm 

ブービー賞 田中元博さん(大洲市) 17.1cm 

~池誠社会ヘ貢献~

国際ソロプチミス 卜大洲(代表城戸篤予)は

9月13日(火)、大洲市社会福祉協議会へ四輪駆動の

軽トラックを贈呈しましだ。認証10周年を迎えだ

合年、チャ 1)ティーバザーなどで得走事業収益を

tとに社会福祉団体などへの支援事業在実施して

います。

大洲市社会福祉協議会では、 7Jく害や積雪のとき

の高齢者や障害者のヘルパー活動に利用したいと

話していまし疋。

肱川イベン ト松山広場が9月23目、松山市道後の

放生園で開催され、松山市民や観光客と交流を深め

ました。このイベントは、大洲市と松山地区肱川会

(旧肱川町出身者の組織)の共催で行われ、合回で

17回目となります。

地元の新鮮な野菜や特産晶、農産加工品の販売の
他、肱川風陣太鼓、獅予舞の公演t行われ、来場者

在楽しませました。
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広担おおぜ 2∞511月号

連載シリース

;68政麹盛之副長3434 お~鐙爵⑫色おぺ
男女共同参画社会をめざして ぷ 「秋の白滝 本と本の紅葉 山は錦の幕を張る・・・・・・J

‘し..r 
大洲地域女性団体連絡協議会およびおおず女性塾 J 

J は、大洲市における女性の自主的活動や男女共同参 J 

J 画社会の実現のため、「男女共同参画社会づくりセミ 々

々 ナー」を開催します。
， 
J 女性も男性も多数ご参加ください。

ぷ 【日時】 12月 1日同午後 1時30分~

ぷ 【会場】 大洲市役所 2階大ホール

ぷ 【講師】 林家花丸先生(落語家)

ぷ 【演題】 「前向きにまるく考える」

J 落語30分+講演 1時間程度

々 女講師プロフィール
y 落語家、 ECC学院落語講座講

川 師。テレビ、なんばグランド花月、

J 梅田花月シアターにも出演。海外

ぷ 公演も好評。

;r 古典から新作まで果敢にチャレ

ぷ ンジし、その豊かな感性で明るく
楽しい高座は大好評。いかにも関

J 西人らしい元気な語り口で、固い

土 イメージを持たれがちな男女共同
J 参画を「当たり前の ことだ、ったん

だなあ」と力を抜いて考えること
J ができる、楽しく前向きな講演。

J 【問い合わせ先1

J 

J 

J 

」

J 

，( 

戸「

」

」

」

J 

J 

J 

，( 

J 

ぷ

J 

詩人 野口雨情が絶賛した白滝で、「滝まつりJと

「るり姫まつり」を開催します。皆さんお揃いでお出

かけください。

.断案事iiio.l.9.. ・
開催日 11月20日日)

場所 白滝公園

行事 9:00""餅っき
10:00""こども神輿

絵画写真展
ふるさと市

12:00""神事

12:15""餅まき
12:30""豊年踊り

カラオケ大会

Eh包'J~~:f.~.JI

開催日 11月23日同

場所 白滝公園
内容 9:00""餅っき 10:00""ふるさと市

1 0:30""稚児行列 12:30""舞踊

J 大洲市企画調整課男女共同参画係
;r 

※紅葉まつり期間中 (11月1日""30日)の風景、「滝

まつりJや「るり姫まつり」を題材にしたフォト

コンテス トが開催されます。11月20日の「滝まつ
りjに着物モデル撮影会を開催します。

【問い合わせ先】
~( 324-2111 (内線523.524) ~( 

々々々 ，.'r... r "，r，，} "，( ，}.:r々 々々 々々 ，々_(.} ;，(土"，(，，( .} ... ( ，，( :r ... (々 々々 "，r，.( 
長浜町観光協会 352-1111 (内線38)

ーーーーーーーー.....1"1童話局量If暗唱3・・・・・・・・・
大洲地区

日時 11月15目的午前10時~正午

場所菅田公民館

日時 11月18日樹午前10時~正午
場所市役 所3階会議室
長浜地区

日時 11月25日働午前10時~正午
場所長浜体育館和室

肱川地区

日時 11月2日制午前10時~正午

場所肱川公民館 2階青年室
問い合わせ先 急ぐときは法務局大洲支局 324-4155

E ・E ・.，....語版重量三E遺言書相硬軍指諸富11:帳圃圃圃圃圃圃

日時 毎週月 ・水・金曜日(休日除く)

午前9時~午後4時
場所法務局大洲支局人権相談室
問い合わせ先 法務局大洲支局 324-4155 

-・E・-面l'電1"院蝿;錆践活3・・・・・・・・・・
大洲地区

日時 11月26日同午前10時~午後 4時

場所市民会館会議室

問い合わせ先 824-5072 (山本)824-4294 (辻)
肱川地区
日時 11月4日樹午後1時30分~午後4時30分

場所肱川公民館 2階青年室
問い合わせ先 肱川支所 334-2311

河辺地区

日時 11月10日同午前10時~正午
場所河辺老人福祉センター

問い合わせ先 河辺支所 339-2111

圃圃圃園町~I，'"固Em白民主I同箇園長量目置白昼‘If'宣伝属加圃圃圃圃

( 相談ごと案内 )

祝日・年末年始を除く 問い合わせ先 長浜社会福祉協議会 852・1111

肱川地区場所 大洲市大洲隣保館・大洲市大洲福祉会館

今坊友愛館・櫛生福祉センタ

問い合わせ先 324-6100 (大洲市大洲隣保館)
325-0947 (大洲市大洲福祉会館)
352-1469 (今坊友愛館)
353-0101 (櫛生福祉センタ ) 

ーーーーーー・..罰~定詰i宮殿ーーーーーー
日時 11月26日同午前10時~午後4時

場所市民会館会議室ー×予約が必要です。

日時 11月4日働午後 1時30分~午後4時30分

場所 肱川|公民館 2階青年室
問い合わせ先 肱川支所 334-2311

河辺地区
日時 11月10日制午前9時~正午
場所河辺老人福祉センター

問い合わせ先 河辺支所 339-2111
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E 叫尾誠品f;";Il:膨圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

問い合わせ先 本庁総務課行政係324-2111(内線328) 日時 月~金 午前 8時30分~午後 5時
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田副E諸問問1:動圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

大洲会場

日時 11月4日樹・ 18日樹・25日樹
午前10時~午後 3時30分

場所大洲商工会議所

長浜会場

日時 11月10日 同午前10時~午後 3時30分
11月21日開午後 1時~午後 3時30分

場所 長浜町商工会

祝日・年末年始を除く
場所 市役所社会福祉課

問い合わせ先 324-2111 (内線186)

-E・E・<翠周回認厨蓬~ーーーー

日時 月~金午前 8時30分~午後 5時15分

祝日・年末年始を除く

場所 青少年センター

問い合わせ先 824-7830 

-・E・-''\1画E迦殴・~:lI:I1l!1j:院返事帝ーーーーーーー
問い合わせ先 松山西社会保険事務所3089・925-5105 日時 月~木 午前 8時30分~午後 5時15分

ーーーーー.mfrol圃阻~E勝-・E・-
大洲地区

日時一般相談毎週月・水曜日
法律相談 毎週火・木曜日
介護相談毎週金曜日

時間午前10時~正午、午後 1時~午後 4時
※祝日・年末年始を除く

場所 総合福祉センター(相談室直通) 823・5629

祝日・年末年始を除く

場所国立大洲青年の家
問い合わせ先 324-1414 

E _ ___  mllgjw;Jil!重量Ij:動-・E・E・-
日時 11月15日(刈午前 9時~午後 4時

場所宅建協会大洲支部

問い合わせ先 (有)上回喜六不動産 324-4452 
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃-聖掴E沼斑EI譜彩園圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃園

問い合わせ先 総合福祉センター 1階 日時 11月25日樹午後 1時~午後 5時
社会福祉協議会窓口 823-0313 場所 大洲商工会議所

長浜地区 問い合わせ先 大洲商工会議所 324-4111 

大洲地区・長浜地区 日時 11月25日国午前 9時~午後3時
日時 月~金午前8時30分~午後 5時15分場所 長浜体育館和室

一一一 19



広幅おおず

くらしの情報

2∞5 11月号

852-3055 (長浜地区)
839-2111 (河辺地区)

長浜保健センター
河辺保健センター保健センヲー晴報大洲市保健センタ-823-0310(大洲地区)

肱川保健センタ- 834-2340 (肱川地区)

事業名 実施日 受付時間 場所 該当者 対象 持参晶

4ヶ月児健康診査 11月 1日(火) 平成17年 6月生まれ 大洲 ・長浜地区 母子健康手帳 アンケートーパスタオル

1歳 6ヶ月児健康診査 11月15日(火)午後 1時~午後 1時30分 大洲市保健センタ 平成16年 4月生まれ 市内全域 母子健康手帳・アンケー卜 歯ブラシ

3歳児健康診査 11月22日伏) 平成14年10月生まれ 市内全域 母子健康手帳・アンケー卜 歯ブラシ

乳児健康診査 11月9自体)午後 1時~午後 1時30分 肱川保健センタ 乳幼児 肱川 ・河辺地区 母子健康手帳 ・アンケー ト

11月の各種検診(健診)
(乳幼児関係〉

(成人関係〉

事業名 実施日 受付時間 場所 該当者 対象 料金

11月7日(月) 平野連絡所 大洲(平野)

11月16日(7)<) 大洲(五郎)

11月17日(柑 大洲(田口市木)

乳(マがンんモ検グ診ラフ ィ) 11月18目倒 午前8時30分~午後4時 40歳以上の女性 大洲(中村東大洲)乳がん検診 1，000円
大洲市保健センター

11月22日(火) 大洲(中村)

11月24日休) 大洲(若宮)

11月25日(金) 大洲 (若宮)

をご覧下さい。「保健だよりJほかの保健行事につきましては、各地区のを掲載しています。※主な検診(健診)

着

図書揺陪報
ft 24-4419 

ft 52-1111 

ft 34-2307 

寿日

図書館(大洲)

長浜図書館

肱川図書館

図
書
館
(
大
洲
)

打
同
生
涯
学
習
講
座

古
文
書
解
読
講
座

「
御
巡
見
様
御
通
駕
諸
相
」

講

師

芳

我

一
章
先
生

期

日

日

月

M
日
同

時

間

午

前

9
時
必
分

1

午
前
日
時
必
分

図
書
館
(
大
洲
)
4
階

土号
所

リ
ザ
イ
ワ
凡
資
料
を
提
供
し
ま
す

図
書
館
で
は
、
不
用
と
な
っ
た
図
書
を

次
の
と
お
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
リ
サ
イ
ク
ル
資
料

一
般
図
書
・
児
童
図
書
約
2
，
8
0
0
冊

。
実
施
期
間

日
月
4
日
ω
1
6
日
目

午
前
9
時
加
分

1
午
後
6
時

O
実
施
場
所

図
書
館
(
大
洲
)
4
階

会

議

室

詳
し
く
は
、
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

包

@
4
4
1
9

新
着
図
書
阜
市
内

図
書
館
(
大
洲
)

靖

国

神

社

赤

淳

史

朗

著

誰
も
書
か
な
か
っ
た

厚

生

省

水

野

肇

著

「ニ

1
ト
な
子
」
を
も
っ
親
へ
贈
る
本

海
井
繁
墨
者

N
H
K報
道
局
著

日
本
道
路
公
団

全
雇
史
教
科
書
」
を
徹
底
換
証
す
る

三
浦
朱
門
編
著

ブ
ロ
グ
世
界
を
変
え
る
個
人
メ
デ
ィ
ア

ダ
ン

・
ギ
ル
モ
ア
著

家
相
こ
う
す
れ
ば
よ
く
な
る
佐
藤
秀
海
著

寒
天
究
極
の
レ
シ
ピ

小
菅
陽
子
著

移
植
病
棟
M
時

加

藤

友

朗

著

体
脂
肪
が
落
ち
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

石
井
直
方
・
谷
本
首
与
叫
著

や
っ
ぱ
り
「
不
良
」
で
し
た
上
・
下

原

笠

子

著

映

画

を

見

る

眼

小

栗

康

平

著

人
生
に
は
チ
ャ
ン
ス
、
か
三
度
あ
る

萩
本
欽

一
著

リ

ン

ダ

リ

ン

ダ

鴻

上

尚
史
著

戦
国
自
衛
隊
1
5
4
9

福
井
晴
敏
著

優

し

い

音

楽

瀬

尾

ま

い

こ

著

ロ
ズ
ウ
エ
ル
な
ん
か
知
ら
な
い
篠
田
節
子
著

心

の

壁

愛

の

歌

蓮

見

圭

一
著

い
つ
か
、
虹
の
向
こ
う

へ

井

岡

瞬

著

一

枚

摺

屋

城

野

隆

著

特
務
艦
隊

C
-
w
・ニ
コ
ル
著

ヘ
新
着
本
は
、
日
月
始
め
に
ま
と
め
て
新
着
J

r

コ
ー
ナ
ー
に
出
し
ま
す

」

長
浜
図
書
館

な
る
ほ
ど
愛
媛
の
県
民
性
土
井
中
照
著

老
い
た
親
が
「
ひ
と
り
」
に
な
っ
た
と
き

河
合
千
恵
子
監
修

イ
チ
ロ

l
革
命

ロ
バ

l
ト
・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
著

銀
河
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
・
ガ
イ
ド

ダ
グ
ラ
ス
・
ア
ダ
ム
ス
著

花

ま

ん

ま

朱

川

湊

人

著

土

の

中

の

子

供

中

村

文

則

著

震
度
O

横
山
秀
夫
著

極

点

飛

行

笹

本

稜

平

著

峠
越
え

山
本

一
力
著

お

神

酒

徳

利

山

本

一

力

著

ぼ
く
も
い
く
さ
に
征
く
の
だ
け
れ
ど

稲

泉

連

著

新
堂
冬
樹
著

天
使
が
い
た
三
十
日

旅
立
ち
篇

一

川
淵
圭
一
著
却

野
ブ
タ
。
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス

白

岩

玄

著

今
す
ぐ
マ
ン
ガ
が
描
け
る
本美

術
出
版
社
編

と
び
出
せ
!
ド
ク
タ
ー

愛
媛
の
空
襲

今
治
明
徳
高
等
学
校
矢
田
分
校

平
和
学
習
実
行
委
員
会
編

と
ろ
け
る
ま
い
に
ち

た
み
や
と
も
か
文

・
絵

チ
ー
ズ

一
家

忍
た
ま
乱
太
郎

こ
ま
っ
た
さ
ん
お
い
だ
さ
れ
る
け

尼
子
騒
兵
衛
原
作

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
大
ド
ロ
ボ
ウ

原
ゆ
た
か
作
・
絵

肱
川
図
書
館

「
母
へ
の
詫
び
状
」

藤
原
咲
子
著

パ
ン
ド
ラ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
大
沢
在
昌
著

切

れ

な

い

糸

坂

木

司

著

抱

き

桜

山

本

音

也

箸

孤

宿

の

人

上

・

下

宮

部

み

ゆ

き

著

ス
ピ
リ
チ
ユ
ア
ル
・
サ
イ
ン
平
池
来
耶
著

世
界
中
が

雨

だ

っ

た

ら

市

川
拓
司
著

花

ま

ん

ま

朱

川
湊
人
著

土

の

中

の

子

供

中

村

文

則
著

夜

の

ピ

ク

ニ

ッ

ク

恩

田

隆

著

リ
ト
ル

・
バ
イ

・
リ
ト
ル
島
本
理
生
著

ナ
ラ
タ

l
ジ

ュ

島

本

理

生

著

好

き

嫌

い

で

人

事

松

井

道

夫

著

ス
パ
イ
シ
!
マ

マ

夏

井

い

つ

き

著

え

ひ

め

星

座

の

夢

問

中

村

彰

正

著

と
な
り
の
ピ
カ
ソ
第
2
版

辛

淑

玉

著

震
度
O

横
山
秀
夫
著

ひ

と

り

ず

も

う

さ

く

ら

も

も

こ

著

ひ

み

つ

の

植

物

藤

田
雅
夫
著

硝
子
の
ハ
ン
マ
ー

貴
志
祐
介
箸

よ
り
み
ち
パ
ン
!
セ
第
一
期
重
松
清
著

東
京

D
O
L
L

石
田
衣
良
著

【
休
館
日
】

毎
週
月
曜
日

・
日
月
3
日

-m日
・
叩
日



広報おおず 2∞511月号

和
の
知
ら
ゼ

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

愛
媛
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
愛
媛
県

最
低
賃
金
」
を
改
正
し
、

日
月
1
日

か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、

印
月
1
日
以

降
分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う
賃
金

は、

1
時
間
6
1
4
円
以
上
と
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
賃
金
室

包

0
8
9
・9
3
5
・5
2
0
5

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

8
0
8
9
4
・
@
・

1
7
5
0

夕
暮
れ
時
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
前
照
灯

こ
ま
め
な
切
り
替
え
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

5
夕
暮
れ
は
ラ
イ
ト
も
気
持
ち
も
切
り
替
え
て

5

年
末
に
か
け
て
交
通
事
故
が
多
発

す
る
時
間
で
す
。
早
め
に
自
動
車
の
ラ

イ
ト
点
灯
に
心
が
け
、
自
動
車
の
存
在

を
ほ
か
の
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
な
ど

に
い
ち
早
く
知
ら
せ
、
交
通
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間

叩
月
初
日
i
u
月
白
日

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

電
話
相
談
開
設
の
お
知
ら
せ

くらしの情報

相
談
内
容

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職

場
な
ど
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

性
犯
罪
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
、
ス

ト
l
カ
1
行
為
、
女
性
差
別
、
離
婚
問

題
な
ど
の
家
庭
内
問
題
に
つ
い
て
電
話
相

談
を
開
設
し
ま
す
。
な
お
、
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

日
月
初
日
(
日
)

午
前
9
時
1
午
後
9
時

電
話
番
号

8
0
8
9
・9
3
2
・1
8
7
5

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
、
弁
護
士

資
格
の
あ
る
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

主
催

松
山
地
方
法
務
局
、
愛
媛
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
に

伴
う
調
査
等
の
実
施
の
お
知
ら
せ

国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
「
都
市

再
生
街
区
基
本
調
査
」
の
一
環
と
し

て、

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

が
、
公
共
基
準
点
や
官
民
境
界
杭
な

ど
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
は
市
民
の
皆

さ
ん
の
立
会
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

期
間

現
在

1
来
年
3
月
(
予
定
)

対
象
地
域

大
洲
市
の
人
口
集
中
地
区

(※
人
口
集
中
地
区
と
は
人
口
密
度

が
4
千
人
/
同
で
あ
り
、
隣
接
し

て
5
千
人
以
上
を
有
す
る
地
区
が

存
在
す
る
地
区
の
こ
と
で
す
)

問
い
合
わ
せ
先

都
市
再
生
機
構

西
日
本
支
社
都
市
再
生
企
画
部
(
担

当
高
寺
、
堀
池
、
高
浦
)

8
0
6
・
6
9
6
9
・9
5
8
5

問
い
合
わ
せ
時
間

平

日

午

前

9

時
叩
分

1
正
午
・
午
後
l
時

1
午
後

5
時
(
土
日
祝
は
休
業
)

今
っ
た
え
よ
う

今
つ
く
り
だ
そ
う

地
域
か
ら

平
成
口
年
県
民
総
合
文
化
祭
漢
詩

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

日
月
お
日
(
水
・
祝
)
午
後
1
時
i

場
所

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

記

各
地
区
の
運
動
会
も
終
り
、
い
よ

日
い
よ
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
よ
う
に

…
な
り
ま
し
た
。
各
地
域
で
は
地
方
祭

日
も
開
催
さ
れ
、
季
節
の
に
ぎ
わ
い
を

日
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
牛

日
鬼、

八
鹿
、
亥
の
子
な
ど
地
域
に
古

川
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
を、

こ
れ
か
ら

…
の
時
代
も
継
承
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

…

編

集

後

限定50箱

包 39-2111

(内線136)

|救急当醤病院 l-・・ =I:~J毛_~j.，f*.I=1!リ~ti~l四国圃

富)

曜日によって救急当番病院は変わります。
昼間 ・夜間の急患など、ご相談は、その日の
当番病院まで。

市立大洲病院(西大洲)
ft 24 -21引

加戸病
ft 24 -5101 

大 洲 記 念 病 院 ( 徳
ft 25 -2022 

大洲中央病院(東 大洲)
ft 24 -4551 

森)

院(若

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

7.k 

木

(八多喜)

(末広町)

谷)

只)

(片原町)

町)

(新

三瀬医院
ft 26一0003

城戸眼科医院
ft 24 -3008 

回渡クリニック
ft 25 -3217 

村上内科医院
ft 23 -3500 

大野 内 科
ft 24 -6800 

岡本時鵬14気管食道科医院(本
宮 24-3752 

(北

11月3日(柄

11月6日(日)

11月13日目)

11月20日(日)

11月23自体)

今月の納期

固定資産税 (4期}

国民健康保険税 (5期)

介護保険料 (5期)

納期限は11月30日です。
11月27日旧)

平成 17年度税金なとの納期一貫

F見 別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市県民税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

固定資産税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

軽自動車税(全期) 全期

国民健康保険税(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

介護 保険料(9期) 1 !t月 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

大洲市内の交通事故

月末
昨年同期

現在

件 数 243 231 

負傷者 322 307 

死 者 3 5 

一一一一21



固 末洲市誕生記組興開催の宙しらせ

大洲市は、平成17年11月15日に、大洲市、長浜町、肱川町および河辺村の合併
を記念して、新大洲市誕生記念式典を開催します。

日 時:11月15日(火)午後 1時30分から午後 3時まで

場所:大洲市民会館大ホール

内 容:表彰、来賓祝辞、オープニング(大洲臥龍太鼓、市の花木発表)

講師:四国アイランドリーグ代表 石毛宏典(いしげひろみち)氏

日時

11月15日(火)午後 3時から

(記念式典終了後)

場所

講師紹介
西武ライオンズ~福岡ダイエーホークス~現役引退~福岡ダイ
エ ホ クス 2軍監督~オリックスブルーウェープ監督
パ リーグ新人王パ リーグMVP 日本シリーズMVP
ベストナイン B回 ゴルデングラブ賞10固 な ど

大洲市民会館大ホール

※入場は無料です。自動車でご来場の方は、大掛|レト学校グラウンド臨時駐車場、大洲南中学校グ

ラウンド臨時駐車場および元警察署跡地駐車場をご利用ください。

大洲の野鳥 No.10 
アリスイ(蟻眼} キツツキ目キツツキ科全長 17~ 18cm

キツツキといえば、枯木などに縦に止まって、コツコツやって
いるように思われがちですが、このアリスイはいっぷう変わった
生活をしています。名前の通り、開けた農耕地や河川敷などで、
地面に降りてアリをヘビのように舌を出して祇めとります。繁殖
地は北海道や北日本ですが、秋になるとクロナガアリの発生と共
に南下して冬を越します。地に降りることが多いせいか、体の色

は地味(保護色)ですが、模様はマムシそっくり。なかなか気は
強く モズに固まれでも逆に「キィーキイキイキィjと鳴いて追い
払ったりします。大洲地方には4種類のキツツキが住んでいます
が、それぞれに住み分けしていて、自然の世界って本当にすばら
しいですね。

NPO法人 かわうそ復活プロジェクト @ 

C
U
 

人A
吐亡死ハU+一人生出帯世数帯世

A
吐

1
よ

円

J

人

人

人

1
i
A吐
ウ

i

舗
男
女

口人き動の民市測大

(平成17年9月30日現在) 面積 432.2kni 
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